
 

 

 

令和４年度使用中学校用教科用図書 

 

社会（歴史的分野） 

 

選定理由書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北諸県採択地区協議会 



 

- 1 - 

 

令和４年度使用中学校用教科用図書について 

 

令和４年度使用中学校用教科用図書については、令和３年６月１日付宮崎県教科用図書選定審議会発「令和３

年度 答申」により、次のように通知されている。 
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そこで、本地区では、北諸県採択地区協議会及び専門委員会を設け、県の示す「採択の基準」のア～ウに従う

とともに、基準エについて本地区の課題を踏まえた基準を新たに１つ設定した上で、４名の専門委員に中学校社

会（歴史的分野）の教科用図書について、令和２年度の研究内容等も活用しながら研究を行わせ、採択地区協議

会において、調査研究報告を精査し、令和４年度使用中学校用教科用図書の選定を行った。 

 

 

 

１ 令和３年度教科用図書北諸県採択地区協議会委員 

№ 種 別 職 名 等 氏  名 役職等 

１ 協議会委員 都城市教育長 児玉 晴男 会 長 

２ 協議会委員 三股町教育長 石崎 敬三 副会長 

３ 協議会委員 都城市教育委員 赤松 國吉 監 事 

４ 協議会委員 三股町教育委員 中村 俊郎 監 事 

５ 協議会委員 都城市ＰＴＡ代表 赤池 智和  

６ 協議会委員 三股町ＰＴＡ代表 藤田 兼二  

 

 

２ 令和３年度教科用図書北諸県採択地区協議会 日程 

№ 内 容 期 日 時間 備考 

１ 第１回採択地区協議会 6月 1日（火） 14:00～15:00  

２ 第 １ 回 専 門 委 員 会 6月 8日（火） 13:00～16:30 専門委員 4名（管内中学校教職員） 

３ 専門委員（個人研究） 6月 9日～29日  個人研究 

４ 第 ２ 回 専 門 委 員 会 6月 30日（水） 9:00～16:30 専門委員 4名 

５ 第２回採択地区協議会 7月 6日（火） 14:00～15:00 専門委員長の報告・教科用図書選定 

６ 各 市 町 教 育 委 員 会 7月 16日（木） 11:00～12:00  
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３ 令和４年度使用中学校用教科用図書 北諸県採択地区協議会 選定結果 

 

№ 
種  目 書  名 発 行 者 

現 採 用 

教科用図書 

１ 
社 会 

（歴 史） 
新 し い 社 会  歴 史 東 京 書 籍 同左 

 

 

４ 教科用図書 選定理由 

 

 
歴 史 

【 現 採 択 】 

 

東京書籍 

【令和３年度選定】 

 

東京書籍 

【送付見本本】 

 】 

１ 東京書籍 

２ 教育出版 

３ 帝国書院 

４ 山川出版社 

５ 日本文教出版 

６ 自由社 

７ 育鵬社 

【選定教科用図書の特徴】 
１ 歴史的分野の目標を達成するために、章の構成は、単元を貫く課題をつかむ、課題を
追究する、課題を解決するという流れで構造化されており、見開きで学習課題が設定さ
れ、「歴史にアクセス」などで追究し、最後に、学習内容の定着を図る「チェック＆ト
ライ」に取り組めるような構成・配列の工夫が見られる。 

２ 生きて働く「知識及び技能」を習得するために、学習したことを確認できる｢基礎・
基本のまとめ｣、技能を身に付ける｢スキル・アップ｣などの工夫が見られ、未知の状況
に対応できる「思考力・判断力・表現力等」を育成するために「思考ツール」を活用し
てまとめたり、コラム「もっと歴史」で思考を深めたりするなどの工夫が見られる。 

３ ＱＲコードを読み取り、デジタル資料を活用できたり、「チェック＆トライ」で学習
を振り返ったあとに、「探究のステップ」に取り組めたりするなどの工夫が見られる。 

 主 な 選 定 理 由  

○ 事象間の因果関係について考察するために、「見方・考え方」や「読み取る」で、
情報を集め、読み取り、まとめる活動を位置付けるなど、生徒の学びが深まる
ような工夫が見られる。また、各時代の大まかな特色や流れを理解する力を身
に付けるために、資料の読み取りで各時代の理解を深める特設ページ「資料か
ら発見！」を設定する工夫が見られる。  

○ ＱＲコードの数が多く、表示されるデジタル資料も充実している。 


